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当院では、以下の全国的な臨床研究に参加しています。この研究は、通常の診療で得られ

た過去 の記録をまとめることで行います。この研究に関するお問い合わせなどがありまし

たら、以下の 「問い合わせ先」へご照会ください。  

 

研究課題名： 

当科における頭頸部癌の緩和的放射線治療 

研究の実施体制： 

研究責任者：松井祐興 

研究分担者：鎌田恭平 吉田祥徳 荒木直人 古山聖梨 大澤梨真 

研究の目的： 

放射線治療は、根治的放射線治療、緩和的放射線治療 (以下、緩和照射) に大別される。

根治的放射線治療は癌の治癒や明らかな長期生存を目指すが、緩和照射は身体症状の緩

和により QOL を維持・向上することが目的となる。緩和照射は副作用や治療に伴う患者

の負担を最小限に抑えつつ可及的早い照射を目指す必要がある。本邦においても緩和照

射の目的として、疼痛管理や出血制御目的での報告がされている。しかし、頭頸部癌症

例の緩和照射について欧米では報告されているが、本邦での報告は少ない。そこで、頭

頸部癌患者に対する緩和照射の現状を把握するため、原発部位、病理組織型、照射部位、

適応理由などについて検討を行った。 

研究の方法：  

2014年3月から緩和照射を行った頭頸部癌症例について、当科の頭頸部癌患者に対す

る緩和照射の現状を把握するため、電子カルテを用いた後方視的研究を行い、原発部

位、病理組織型、照射部位、適用目的、緩和照射から死亡までの期間、原発部位への緩

和照射を検討する。 

個人情報の取り扱い： 

お名前、住所など、患者さんを直接同定できる個人情報は使用しません。また、研究成

果は学会 や学術雑誌で発表されますが、その際も患者さんを特定できる個人情報は利用

しません。  

問い合わせ： 

日本海総合病院 耳鼻咽喉・頭頸部外科 松井 祐興 

山形県酒田市あきほ町３０番地 TEL：0236-26-2001（代） 


